
2008年度第 3回学術委員会議事録 
日時：2009年 1月 23日 16:00～18:00 
場所：日本建築学会北海道支部事務局会議室 
出席：角、門谷、桜井（南の代理も兼ねる）、岡本（小林、瀬戸口の代理）、水野、長谷川（桂、濱の代

理）、菊田（羽山の代理） 
欠席：鈴木、中渡 
配布資料 

3-0 議事一覧および当委員会委員名簿 
 3-1 2008年度第 2回学術委員会議事録（案） 
 3-2 学術推進委員会予定議案 
 3-3 建築計画専門委員会報告 
 3-4 都市計画専門委員会報告 
 3-5 材料施工専門委員会報告 
 3-6 構造専門委員会・都市防災専門委員会報告 
 3-7 環境専門委員会報告 
 3-8 寒冷地工事仕様調査研究委員会報告 
 3-9 支部研究発表会実行委員会報告 
 3-10 2008年度道内工業高校巡回講演会 
 
議事 
１．前回議事録の確認（角）：下記の修正箇所を除き承認された。 

修正１ 建築計画専門委員会報告 「Mozilla Firefox」→「Moodle」 
修正２ 都市計画専門委員会報告 「小林主査代理？？氏」→「小林主査代理酒井氏」 

２．本部学術推進委員会報告（角） 
資料番号 3-2について報告された。 
○2009年度技術部門設計協議「雨を楽しみ都市の水を制御する建築」 主催 環境工学委員会 
○委員会の名称変更（建築経済委員会）：「建築社会システム委員会」へ変更したい（保留） 
○各種運営委員会の廃止と設置申請 
○2009年度大会関係 
 ・期日が 8月 26日～29日（東北学院大学）。昨年度より 2週間繰り上げ。「建築雑誌」 
  1月号に関連記事掲載 
・教育賞受賞記念講演：前回、授賞式への参加者が少なかった。今回は、大会参加者が多く集ま

るところで日程を組みたい。 
・研究集会企画案：今回 4日制なので、大会参加者の集まり具合が心配。 
・2009年度特別研究テーマ選考結果：3テーマが選ばれた。 
・2009年度若手奨励特別研究テーマ選考結果：3テーマが選ばれた。  
・情報保障に関する体制整備：障害者（難聴など）への対応（手話など）を進める 
・2007～2008年度委員会活動報告会日程 
・研究候補の推薦（鹿島学術振興財団）：8件推薦した。 

３．専門委員会報告 
(1) 建築計画専門委員会（門谷） 
資料番号 3-3について報告された。 
・Live CD/.DVDによる CMS（コンテンツ マネジメント システム）を検討中。 
・CMSとして「Moodle」を使用した DVDを学術委員会委員へ配布した。体験してもらいたい。 

(2) 都市計画専門委員会（岡本） 
資料番号 3-4について報告された。 
・小樽シンポジウム「小樽運河と石造倉庫群の保存運動から何を受け継ぐか」を実施した（11
月 7日） 



・小樽まち歩き（11月 7日） 
・上記シンポジウムの報告書を作成中 

(3) 材料施工専門委員会（長谷川） 
資料番号 3-5について報告された。 
・3月～4月に千歳空港の現場見学会を予定している。 
・次回委員会を 2月 2日に予定。 

(4) 構造専門委員会・都市防災専門委員会（桜井） 
資料番号 3-6について報告された。 
・災害時の支部連絡網の整備案を作成した。 
構造、都市防災専門委員会以外の他の専門委員会（歴史意匠専門委員会）も 
災害時の対応が必要なので、連絡網に加わっているかどうか質問があった。 
→「他の専門委員会」として記述されている。 

 (5) 環境専門委員会（菊田） 
資料番号 3-7について報告された。 
・本部助成特定課題「住環境の変化が身体へ与える影響の実態把握」来年度から実施 
・第 37回サイエンスカフエ札幌（10月 25日）を環境専門委員会の後援を得て実施した。 

 (6) 寒冷地工事仕様調査研究委員会（長谷川） 
資料番号 3-8について報告された。 
・現行 JASSの本文・解説について、寒冷地対応の工事仕様に関する記述の改善案を提案し 
今年度中にとりまとめたい。 

 (7) 歴史意匠専門委員会（水野）資料なし 
   ・委員会の 4回目を 3月に行う。 

・ 歴史意匠関連で学位を取った方々3名の公開発表会を 12月 15日に行った。3月 14日にもう 
1名の発表会を予定している。 
・「北海道における建築歴史学の研究史」を平成 21年度 1年間かけてまとめたい。 

 (8) 2008年度道内工業高校巡回講演会（角） 
   資料番号 3-10について報告された。 
・2008年 12月 9日 苫小牧工業高校 講師：斉藤雅也（札幌市立大学） 
・2009年 3月 9日 小樽工業高校 講師：水野信太郎（北翔大学） 

 (9) 支部研究発表会実行委員会（岡本） 
      資料番号 3-9について報告された。 
    ･建築雑誌 1月号へ関連記事が掲載された。 

・今までとの違い：C原稿のページ数を 2ページものの他に 4ページものを加えた。 
・特別企画として「夕張の再生」を検討中。 

 
４．日本建築学会北海道支部技術賞の審査 
候補 1件 河合塾札幌校の構造システム「扁平薄型断面を用いた PcaPC部材圧着工法」 
     表彰対象候補者：（株）日建設計、（株）北海道日建設計、（株）オリエンタル白石 
・提出された書類では、北海道の地域性に密着した技術であることが不明なので、その点を記述

してもらう。 
・コンクリート系の技術であることを考慮して、後藤先生（北大）にも審査へ加わってもらう。 
・星野（支部長）、角、長谷川、後藤の 4名で検討し、結果を学術委員会へ報告する。 

 
５．次回委員会日程 

2009年 3月 27日（金）16;00～ 
 
                                

議事録作成 桜井修次（北海学園大学） 


